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第
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の
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き
下
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に
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す
る
質
問
主
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書
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生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

生
活
保
護
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
二
回
質
問
し
、
平
成
十
九
年
十
月
二
日
付
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
七
号
の
答
弁
書
及
び
平

成
十
九
年
十
一
月
六
日
内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
六
五
号
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
が
、
答
弁
内
容
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、

以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

今
、
最
低
賃
金
法
改
正
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
が
検
討
会
で
議
論
さ
れ
て

い
る
。
生
活
保
護
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
ら
、
最
低
賃
金
の
上
げ
幅
も
影
響
を
受
け
て
下
が
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。


